
きどうがかり

道回路に送られた信号波は受信器にて受信し，後方軌道回路へ

の送信信号種別を選択し，その軌道回路に列車がし、る場合は，

車輸にて軌道回路が短絡され，受信器入力が断たれ，受信継電

器の落下により列車のあることを検知する。軌道回路に送信さ

れている信号波の種別は，そのまま車上に伝達され，車上では

この信号を判断して A.T.C. 装置を動作させる。(佐野崎良)

きどうがかり 軌道掛保線区におかれる職で，昭和 39

年の職制改正で新設され， *軌道作業長または保線機械掛の指

揮を受けて，線路の保守作業も行なう。保守作業に使用される

保線用諸機械類の運転や整備作業に従事したり，また簡易な修

繕作業を行なうこともある。なお，特に命ぜられた場合は，上

位職の軌道作業長の職務を代行するように定められており，旧

職制jの線路工手，線路工手高1)長が移行した新規採用職種である。

(森口政雄)

きどうけんさがかり 軌道検査掛 保線区におかれる織

で，昭和 39 年の職制改正で新設された。ホ軌道検査長の指仰

を受けて，担当区域内の線路の検査や，線路に付帯する建設物

(橋りょう ・ずい道・ ホ ー ム等) ，用地の監視を行なうほか軌道

工事の監督も行なう。(森口政雄)

きどうけんさちよう 軌道検査長 保線区におかれる職

で，昭和 39 年の職制改正で新設された。保線区が行なう業務

のうち，軌道の保守業務があるが，業務のやり方が近代化され

て，悪い箇所を見つける検査班と，それを直す作業班とに分隊

された。この職は検査業務を行なうグループの責任者で， *軌道

検査掛を指縛して担当区域内の線路の検査や，線路に付帯する

建設物(橋りょう・ずい道 ・ ホーム等)とか用地の監視を行なう

ものである。また必要に応じ軌道工事の監督も行なうことがで

きる。(森口政雄)

きどうさぎようちょう 軌道作業畏 保線区におかれる

職で，昭和 39 年の職制改正で新設された。保線区が行なう 業

務のうち，軌道の保守業務に対し，業務のやり方が近代化され

て，悪い箇所を見つける検査班と，それを直す作業班とに分離

された。この職は後者の作業を担当するグループの責任職で，

線路の保守施工作業，線路付帯の建設物(橋りょう ・ずい道 ・

ホーム等)および用地等の保守作業をホ軌道掛を指揮監督して

行なうものである。また軌道工事等について工事監督も行なう。

(森口政雄)

きどうしけんし々 軌道誌験車(新幹線の) 列車の進

行中に線路の敷設されている状態を高速で測定する車両で， 旅

客電車または機関車の綾後部に連結して，最高速度 200km/h

で測定を行なうことができる。車両は 2 軸ボギー車で前後ポギ

ーの中間tこ中央測定装置を有し，測定用電源としてディーゼル

発電機を装備している。

なおこの車両は 2 両あり 1 号車ではiJIIJ定を行なわない時に

は，このディーゼノレ機関の出力を利用して，車端に設けてある

簡易運転装置によって 20km/h の速度で自走することができる。

2 号車では自走装置がない。

l 車両の概要

(1) 主要寸法

7 車体長さ(連結面閲)

イ 車体外部長さ

ウ車体幅

エ車体高さ

オ ポギー中心距離

カ ポギー形式

18, OOOmm 

17, 500mm 

3,350mm 

3, 950mm 

10, OOOmm 

TR8001D 

TR8001 

キ車輪直径

(2) 主要項目

7 最大測定速度

イ プレーキ方式電磁直通プレーキ

910mm 

200km/h 

(ディスタプレーキ付)

ウ 電源用ディーゼノレ発電機

機関出力

機関回転数

発電機出力

エ蓄電池 形式

62PS 

1 ， 8∞rpm 

40KVA 

8DG x2 個

容量 200AH-24V 

オ 冷暖房装置空気調和ユニットおよび電気暖房器 3 

2 測定項目の内容

7 軌間イ高低(左)ウ高低(右)エ通り(左)オ

通り(右) カ 平面性キ通り変化(左) ?通り変化(右)

ケ 車両振動加速度(上下) コ 車両娠動加速度(左右) サ

輪重(左)シ輪重(右)ス繍圧(左)セ横庄(右) ソ

秒マ ー ク タ キロマーク

この装置は変位を伝達する部分，検出した変位を電気量に変

換する部分，これらの電気畳を演算士首幅する部分，測定結果を

白動記録する部分より構成されている。

検出された変位量は変換総を通して電気量に変換され，この

変換器の出力は整流され，所姿の決算および修正を行なった後，

増幅されてベン書きオシロ用ガルバを駆動して自動的に記録さ

れる。自動記録を行なうための記録紙の送りは，一定方向で列

車速度の 1/500 1/1 ， 0∞， 1/2 ， 0∞， 1/4 ， 000 の 4 段階となって

いる。(鈴木実)

きどうたんらくき 軌道短絡器 (英) rail clamp shunt 

近年，輸送力士首強のために列車のλ ピードアップと列車密度

の増加が行なわれている。そのため，小さな列車事故が原因と

なり，大きな事故に発展する可能性がある。

そこで，いままで行な っ てきた列車防護をさ らに強化する必

要が生じてきている。つまり，従来では，急きょ列車を停止さ

せる必要が生じた場合は，特殊信号(発雷信号 ・ 発炎信号)によ

って乗務員に知らせ，列車を停止させる方法をとっていたが，

図ー1 軌道短絡協による列車防護の例
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図-2 軌道短絡加による停止信号現示の原理

軌拒絶縁

レ，レ

月レー寸 車
電源 ~ 亘

'ーーーー-l ぺ-，_ー『

」ー軌道短絡器による短絡前向電流「ー唱で 赤 ! 

一一4__  _ If 一一知時f量的電 ìK. 1 ノ

一一- 80 一一一


